
 

 

 

平成 30年９月５日 

 

～「だれもが自分らしく暮らせる自立と共生のまち いせ」の実現に向けて～ 

 「障がい者キッズサポーターの開始」と「ＵＤトークの導入」 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年９月 伊勢市長定例記者会見 発表資料 

障がい者キッズサポーターの開始 
 

ＵＤトーク導入場所 
 

・障がい福祉課 

・各総合支所 

ＵＤトークの導入 

 

市では、「だれもが自分らしく暮らせる自立と共生のまち いせ」の実現を目指し、 

「伊勢市障がい者サポーター制度」を推進しています。 

今回、小学生を対象とした「障がい者キッズサポーター」を開始することとなり 

ました。 

 これは、障がい者サポーター制度の「キッズ版」で、市内の小学４～６年生を対象と

しています。子どもたちに、障がいについて正しい知識を身に付け、差別や偏見のない

未来の担い手になってもらうことを目的としています。 

希望する小学校には職員が出向き、子どもたちに障がいのことや、 

障がいのある人が困っていることを知ってもらい、障がいへの理解 

促進・差別の解消を目指していきます。 

ＵＤトークは、聴覚障がいのある人や音が聞こえにくい人へのコミュニケーション 

支援アプリで、外国人の多言語翻訳等も可能です。 

市では今後、ＵＤトークを導入することで、その場で会話をリアルタイムに表示し、

聴覚障がいのある人等とのコミュニケーションの支援を充実させていきます。 

会話が表示されるタブレット 


